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資料１ 宮崎県県民意識調査集計結果（平成30年度）



宮崎県県民意識調査結果（平成 30 年度）の概要について 

 

総 合 政 策 課 

 

１ 調査方法等 

   県が取り組む施策や日ごろの活動などについてアンケート調査を実施し、

今後の県政運営や新たな施策の検討材料として活用する。 

・ 設 問 数 ： 34 問 

・ 調 査 時 期 ： 平成 31 年 2 月 

・ 調 査 対 象 ： 県内在住の 18 歳以上の方から、3,500 人を無作為に抽出 

・ 調 査 方 法 ： 調査票を郵送し、郵送またはインターネット回答 

・  回 答 者 数 ： 1,456 人 / 3,500 人 ［回答率 41.6％］ （前回 41.5％） 

            ※郵送 1,327 通 ［91.1％］ / インターネット 129 通 ［8.9％］ 

 

２ 結果の概要 

（１）現在住んでいる地域に住み続けたい人の割合 80.8％ 

  ※「住み続けたい」、「どちらかといえば住み続けたい」の合計 

   25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

1 住み続けたい 52.5% 53.7% 52.5% 62.1% 62.5% 59.7% 

2 どちらかといえば住み続けたい 26.5% 24.7% 27.6% 18.5% 18.4% 21.1% 

3 どちらともいえない 12.8% 13.2% 11.2% 13.0% 12.8% 12.4% 

4 どちらかといえば住み続けたくない 5.6% 6.4% 6.1% 3.7% 4.4% 4.1% 

5 住み続けたくない 2.6% 2.0% 2.6% 2.7% 1.9% 2.7% 

 ［参考］１、２計 79.0% 78.4% 80.1% 80.6% 80.9% 80.8% 

 

 

（２）子育てに関して不安感や負担感などを感じる人の割合 62.3％ 

  ※「非常に感じる」、「なんとなく感じる」の合計 

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

1 非常に感じる 19.2% 18.1% 21.4% 23.1% 24.6% 26.9% 

2 なんとなく感じる 36.6% 39.0% 40.8% 35.2% 34.7% 35.4% 

3 どちらともいえない 16.3% 16.5% 12.5% 12.0% 12.4% 11.6% 

4 あまり感じない 12.2% 11.9% 12.8% 13.8% 11.3% 10.2% 

5 全く感じない 2.5% 4.2% 3.1% 5.7% 6.1% 4.4% 

6 わからない 13.1% 10.3% 9.3% 10.2% 10.8% 11.4% 

 ［参考］１、２計 55.8% 57.1% 62.2% 58.3% 59.3% 62.3% 
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（５）災害に対する備えをしている人 43.7％ 

  ※「十分している」、「ある程度している」の合計 

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

1 十分している 2.0% 2.9% 2.8% 3.4% 3.9% 3.5% 

2 ある程度している 32.2% 39.0% 40.7% 42.2% 41.6% 40.2% 

3 どちらともいえない 13.0%      

4 あまりしていない 35.4% 44.6% 41.3% 40.0% 38.2% 41.6% 

5 全くしていない 17.5% 13.5% 15.3% 14.4% 16.3% 14.8% 
 ［参考］１、２計 34.2% 41.9% 43.5% 45.6% 45.5% 43.7% 

        

 

（３）医療体制の全般について満足している人の割合 43.3％ 

  ※「満足している」、「ある程度満足している」の合計 

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

1 満足している 7.8% 5.7% 6.5% 8.4% 7.1% 7.1% 

2 ある程度満足している 38.0% 35.6% 36.8% 33.4% 35.1% 36.2% 

3 どちらともいえない 30.4% 35.1% 30.0% 27.9% 28.4% 30.5% 

4 あまり満足していない 15.6% 14.8% 17.0% 17.9% 18.5% 15.1% 

5 満足していない 8.2% 8.8% 9.8% 12.4% 10.8% 11.1% 

 ［参考］１、２計 45.8% 41.3% 43.3% 41.8% 42.2% 43.3% 

（４）地産地消を意識し、実際に利用している人の割合 76.4％ 

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

1 
意識して、できる範

囲で利用している 
71.3% 68.3% 67.8% 64.7% 66.0% 76.4% 

2 
意識しているが、あ

まり利用していない 
16.6% 17.5% 21.4% 21.7% 20.2% 12.1% 

3 意識していない 12.1% 14.2% 10.8% 13.6% 13.8% 11.5% 
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宮崎県交通・物流ネットワーク戦略の改定について 

                                  
総 合 交 通 課 

 

 

１ 戦略の位置づけ等 
 

宮崎県交通・物流ネットワーク戦略は、県総合計画「未来みやざき創造プラン長期

ビジョン」に基づく「アクションプラン」に定められた交通及び物流に関する施策を

効果的に展開していくために、具体的な取組を体系的に示すものとして策定したもの

である。 

本戦略では、「交通編」と「物流編」に大別し、本県を取り巻く環境を踏まえなが

ら、それぞれの現状と課題を抽出した上で、戦略目標に掲げる「みやざきのまち・ひ

と・しごと創生を支える交通・物流ネットワークの形成」の実現に向けた基本方針や

取組内容を定めている。(戦略期間 平成28年度～令和元年度) 
 
 
２ 改定の趣旨 
 

  「長期ビジョン」及び「アクションプラン」の改定等を受け、本戦略についても今

年度中に改定を行う。 

また、改定に当たっては、平成27年度の改定後に生じた交通及び物流を取り巻く環

境の変化や、そこから生じる新たな課題を明らかにし、県の役割と施策の具体化を図

ることとする。 

 
 
３ 改定のスケジュール 
 

令和元年 ８月 

１１月 

１２月 

 

 

 

令和２年 ２月 

３月 

市町村、交通関係企業、物流関係企業等からの意見聴取 

改定戦略「素案」策定 

１１月定例県議会（常任委員会）（改定戦略「素案」の説明） 

市町村、交通関係企業、物流関係企業等からの意見聴取 

パブリック・コメントの実施 

 

宮崎県交通･物流対策推進本部会議（改定戦略「成案」の審議・決定） 

２月定例県議会（常任委員会）（改定戦略「成案」の報告） 
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●人口構造 ●観光 ●経済・産業 ●交通・物流インフラ ●2020年オリパラ ●防災

交 通

宮崎県を取り巻く環境

本県交通・物流の現状と課題

物 流

Ⅰ 本県交通の現状と課題

みやざきのまち・ひと・しごと創生を支える交通・物流ネットワークの形成

Ⅱ 本県物流の現状と課題

交通・物流の目指す目標

「目指す目標」の実現に向けた「交通・物流基本方針」の具体的戦略

４ 参考（現行戦略の構成）

地域公共交通
活性化戦略

安全安心
交通戦略

広域・国際交通
活性化戦略

利便性の高い
地域交通網の
整備などにより、
人の往来が活
発化し、地域が
活性化すること
を目指します。

基本方針①

県民生活や
地域を支え
る交通網の
構築

県民や来県者が、
便利に、速く、円
滑に、国内外と
の往来ができる
交通網の構築を
目指します。

基本方針②

国内外との
交流を活発
化させる交
通網の構築

災害や老朽化
等に対応し、県
民や来県者誰も
が、いつでも、
気軽に利用でき
る利便性の高い
交通網整備を目
指します。

基本方針③

安全安心で
誰もが利用
しやすく人に
やさしい交通
網の構築

物流網
構築戦略

農林水産業、製
造業などの県内
産業の生産品の
輸移出、原材料
の輸移入が円滑
にでき、競争力を
もてる物流網整備
を目指します。

基本方針①

県内産業発
展を支える物
流網の構築

物流
効率化戦略

行政と産業界
がそれぞれの
役割を踏まえ
つつ、連携しな
がら物流を効
率化させること
を目指します。

基本方針②

物流効率化
の推進
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